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款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円
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2,958

費用合計

0.20

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.15

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

　文化財を良好な環境で保護、保存し、説明板・案内板等の設置等環境整備を通じて、
より多くの市民にPRした。
　文化財説明板
　　新設　４箇所
　　　｢惣掘｣、｢徳川源明公墓碑｣、｢賢林寺の木造脇侍像｣、｢貴船神社のアベマキ｣
　　改修　４箇所
　　　｢大山廃寺塔跡｣、｢小牧宿｣、｢小牧御殿跡｣、｢小松寺山砦｣
　職員は板面の意匠、設置場所に関わる諸手続き、工事の監督等実施した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　小牧の文化財を保存・活用することにより、歴史を生かした魅力ある個性豊な街づくり
に役立てる。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 6

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

歴史・文化財

10

名称：

文化財保護法・文化財保護条例・文化振興ビジョン

3 4

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

文化財環境整備事業

419

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

3,391

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

3,391

4,031

81.3

3,278

その他財源

2,474

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.15

3,278

0

0

担当係

事業類型

小牧の歴史・文化財をPRする

一般会計

地域住民組織

8041,073 804

Ｈ22決算額

2,587

0

4,031

0.00

対前年比

文化振興課

文化財係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　文化財の有効な利活用が課題となっており、その機会を失うことにより、文化財の持つ
価値を高めることができなくなる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　常に状況把握に努め、コスト、景観、環境に配慮した事業の実施を推進していく。

文化財の環境を整備することにより、文化財そのものの価値を高めることになるため、
今後も継続していく。

文化財説明板、案内板の設置

文化財説明板等の改修

事業目的の
達成状況

　現状を把握したうえで、優先度の高い場所から順次整備を実施した。
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文化財説明板等の改修
箇
所

－

1

－ －
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成
果
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標

文化財説明板、案内板の設置

活
動
指
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活動指標名
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4
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1
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3
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